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きりたんぽ鍋／大館の新米の季節には「きりたんぽ」が欠かせません。10月の３連休には「本場大館きりた

んぽまつり」が開催され、各店自慢の味を食べ比べることができます。

国 保 の 概 況
（令和５年７月31日現在）

総世帯数 31,475世帯
総人口 67,334人
国保世帯数 9,070世帯
国保加入割合 19.07％
収納率（令和４年度決算）
　・現年課税分…97.56％
　・滞納繰越分…12.93％

　
大
館
市
は
「
あ
き
た
健
康
宣
言
」
で
、

健
康
寿
命
日
本
一
の
実
現
に
向
け
「
糖
尿

病
の
発
症
と
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
」

こ
と
を
宣
言
し
、
特
定
健
診
受
診
者
と
減

塩
実
行
市
民
の
増
加
を
目
指
し
て
様
々
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

特
定
健
診
受
診
者
に
「
推
定
１
日
食
塩
摂

取
量
測
定
」
を
実
施
し
て
お
り
、
食
塩
摂

取
量
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
減
塩
に
つ

い
て
の
関
心
を
高
め
、
食
生
活
の
改
善
に

よ
る
生
活
習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化
の
予

防
に
繋
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
測
定
は
、
健
診
時
に
尿
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
て
検
査
を
実
施
し
、
特
定
健
診
結

果
票
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
、
４
年
度
の
受
診
者
の
食
塩
摂

取
量
平
均
値
は
9.7
ｇ
で
、
約
９
割
の
方
が

日
本
人
の
１
日
当
た
り
の
目
標
値
（
男
性

7.5
ｇ
未
満
、
女
性
6.5
ｇ
未
満
）
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
。「
秋
田
県
は
し
ょ
っ
ぱ
口
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
大
館
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
健
診
事
後
指
導
と
し
て
高
血

圧
の
重
症
化
予
防
を
目
的
に
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
減
塩
講
座
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
食
塩
摂
取
量
や
血
圧
値
が
高
め
の
方

を
対
象
と
し
、
減
塩
に
特
化
し
た
内
容

（【
講
座
内
容
】
を
参
照
）
の
講
座
を
２

回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
参
加
者
ご
と
に
個
別
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
講
座
で
実
施
し
た
検
査
結
果

等
を
参
加
者
自
身
が
比
較
し
て
評
価
し
ま

　
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

で
重
点
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

る
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
対

策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
受
診
率
が
思
う
よ
う
に

伸
び
ず
、
長
い
間
20
％
台
後
半

と
低
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
に

は
、
受
診
対
象
者
の
特
性
に
応

じ
た
複
数
パ
タ
ー
ン
の
受
診
勧

奨
通
知
の
送
付
や
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
受
診
機
会
を
確
保

す
る
た
め
、
医
療
機
関
の
協
力

を
得
て
健
診
期
間
の
延
長
、
健

診
期
間
終
了
の
１
か
月
前
に
は

受
診
対
象
者
の
10
％
に
当
た
る

約
１
，０
０
０
件
に
電
話
勧
奨

を
行
う
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た

結
果
、
令
和
３
年
度
の
受
診
率

は
32
・
５
％
ま
で
上
昇
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
は
、

「
治
療
中
患
者
の
診
療
情
報
提

供
」
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

国
保
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ
る

「
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
受
診

勧
奨
対
象
者
リ
ス
ト
」
を
活
用

し
て
、
未
受
診
者
に
診
療
情
報

提
供
票
等
を
送
付
し
、
か
か
り

つ
け
医
に
持
参
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
年
数
件
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
診
療
情
報
提
供
が
６
医

療
機
関
か
ら
合
計
41
件
に
増
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
受

診
率
は
34
％
を
超
え
る
見
込
み

で
す
。

　
今
年
度
は
、
若
年
層
対
策
と

し
て
、
40
代
、
50
代
の
対
象
者

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
ス
マ
ホ

で
特
定
健
診
受
診
勧
奨
情
報
が

見
ら
れ
る
「
動
く
手
紙
」
の
送

付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
治
療
中
患
者
の
診
療
情
報

提
供
勧
奨
通
知
の
送
付
を
１
月

か
ら
特
定
健
診
期
間
開
始
前
の

６
月
に
前
倒
し
す
る
工
夫
を
し

た
と
こ
ろ
、
す
で
に
３
医
療
機

関
か
ら
13
名
分
の
診
療
情
報
提

供
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
事
業
内
容
を
見
直

し
な
が
ら
、
市
民
の
健
康
に
繋

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

チャレンジTHE減塩講座

表紙
写真

大
館
市

　大館市は、秋田県北部を流れる米代川中流域の大館盆地を中心に、北西は白神山地
東側にある田代岳から南は森吉山麓までまたがる地域に位置しています。
　今年は、大館市で生まれた「忠犬ハチ公」の生誕100年にあたり、様々なイベントを開
催しています。11月11日（土）、12日（日）には、ニプロハチ公ドームにおいて「ハチ公生
誕100年フェスティバルin大館」を開催する予定です。ぜひ、大館にいらしてください。

秋田犬のふるさと おおだて

す
。
体
験
を
多
く
取
り
入
れ
て
個
人
の
状

況
を
見
え
る
化
し
た
こ
と
で
「
気
づ
き
↓

実
践
↓
継
続
」
と
参
加
者
の
行
動
変
容
に

繋
が
り
ま
し
た
。
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
全
員
が
受
講
を
き
っ
か
け
に
減
塩
に
取

り
組
ん
だ
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
秋
田
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
保
健
事
業
支
援
・
評

価
委
員
会
か
ら
計
画
、
立
案
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
減
塩

実
行
市
民
の
増
加
で
生
活
習
慣
病
の
発
症

と
重
症
化
の
予
防
に
繋
げ
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

【講座内容（２回シリーズ）】

①減塩等の保健指導
②血圧測定
③尿中食塩濃度測定（ウロペーパー）
④塩味覚チェック（ソルセイブ)
⑤塩分チェックシートの記載
⑥個別シートの記載（１回目に減塩目標設定し記入）
⑦味噌汁の塩分濃度測定
⑧0.8％の味噌汁の試飲
⑨減塩献立の試食
⑩自己評価
※①～⑥は毎回、⑦⑧は１回目、⑨⑩は２回目で実施
※⑩の自己評価は初回の検査結果と比較し、減塩目標の
取組結果を踏まえ評価する。

秋田犬と秋田犬の里

保険者紹介

国
保
の
取
り
組
み

特
定
健
診
受
診
率
向
上
を
目
指
し
て

保
健
事
業
の
取
り
組
み

保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
減
塩
講
座

～﹁
推
定
１
日
食
塩
摂
取
量
測
定
結
果
﹂を
活
用
し
た
保
健
指
導
～

No.
390

国保主管課長からの一言

超高齢社会における
国保財政

大館市市民部保険課長　菅 原  達 也 氏

すが わら たつ や

　令和７年には、団塊の世代の方々がすべて75歳以上となり、大館市
においても、市民の４人に１人が75歳以上となることが見込まれてい
ます。もとより、国保の被保険者数は社会情勢の変化や人口減少に伴
い年々減少していますが、さらに急激な減少が生じることで国保財政
への影響が懸念されます。
　国保財政を安定的に維持するため、将来的な税率改正も視野に入
れつつ市民の負担を必要最小限に抑えるため、レセプトの縦覧点検
や医療費分析など、医療費の適正化対策に努めます。
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O c t o b e r月10

N o v e m b e r月11

D e c e m b e r月12

 13日 県北地区国保協議会レセ
  プト点検研修会及び第三
  者行為求償事務研修会
 19日 柔整審査会
 20日 審査委員会（21、23、24、25日） /
  県南地区国保協議会第三者
  行為求償事務担当者研修会
 23日 診療報酬再審査部会
 24日 審査専門部会
 25日 審査小委員会 /
  合同研究会
 26日 鍼灸等審査会 /
  介護給付費等審査委員会
 27日 特定保健指導実践者育成
  研修会
 31日 介護サービス苦情相談
  担当者研修会

　

 13日 国保制度改善強化全国大会
 16日 柔整審査会 /県北地区国
  保協議会国保主管課長及
  び事務担当者合同研修会
 21日 審査委員会（22、24、25、27日）
 22日 診療報酬再審査部会
 24日 審査専門部会
 27日 審査小委員会 /
  合同研究会
 28日 介護給付費等審査委員会
 29日 鍼灸等審査会

　

 14日 柔整審査会
 15日 審査委員会（16、18、19、20日）
 18日 診療報酬再審査部会
 19日 審査専門部会
 20日 審査小委員会 /
  合同研究会
 21日 鍼灸等審査会 /
  市町村保健活動連絡協議
  会研修会
 25日 介護給付費等審査委員会

　本会は７月19日（水）、第136回通常総会を書面により開催した。（議員総数28名中、書面議決書提出議員
（保険者）28名）
　総会では、令和４年度事業報告、令和４年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算のほか、国保総合システ
ムの更改に伴う費用に係る令和６年度国庫補助要求にむけた対応について報告した。また、（１）令和５年度
医療費支払特別会計補正予算、（２）国保制度の改善強化に関する要望事項について、（３）理事及び監事の
選任等の議事について審議された。
　附議事項については、書面による議決の結果、すべて原案のとおり決定された。（議案等については、本会
ホームページに掲載しています。）
　また、新役員により、８月９日（水）に第２回理事会が開催され、以下のとおり決定された。

　秋田県国保診療施設協議会は９月16日（土）、総会及び研修会をアキタパー
クホテルにおいて、国保診療施設や保険者から18名出席のもと開催した。
　開会にあたり和田会長が挨拶に立ち、国保診療施設を取り巻く環境と国にお
ける今般の社会保障改革に触れ、「依然として、地方偏在による医師・看護師
をはじめとする医療従事者の不足、市町村財政の逼迫など、大変厳しい状況に
あり秋田県の国保診療施設数も減少している。今後も地域包括医療・ケア推進
の実効性が確保されるようその動向を注視していかなければならず、関係者が
一丸となって直面する課題を一つひとつ克服していくために、引き続きご協力
をお願いしたい。」と述べた。
　総会では、事務局よ
り議案説明を行い、慎
重な審議の結果、すべ
て原案のとおり可決さ
れた。
　総会終了後に行われ
た研修会では、市立大
森病院小野医療副部会
長より「これからの地
域医療・地域包括ケ
ア」と題し、人口動態
の変化による医療・介
護ニーズの変化、高齢
化と人口減少が進むこ
れからの地域医療・地
域包括ケア、これから
の国保診療施設の役割
について、秋田県内の
変化と予測も踏まえた
講演が行われた。
　講演終了後、座長の
和田会長と助言者の小
野医療副部会長の進行
のもと、７題の研究発
表が行われ、出席者や
座長及び助言者からの
活発な意見交換がなさ
れた。

連 合 会 行 事 予 定

第136回通常総会

令和４年度事業報告・決算認定される

　本会は８月10日（木）、第三者行為求償事務担当者研修会をオンライン形式にて開催し、保険者等から56名
が参加した。
　はじめに損害保険料率算出機構秋田自賠責損害調査事務所
長 漆田貴士氏より、「自賠責保険（共済）損害調査のしくみ」
と題し、自賠責保険が支払われないケースや支払い基準等に
ついて講演が行われた。次に本会より、実務における留意点
や受託解除の要件等について説明を行った。
　続けて、第三者行為求償事務アドバイザー 高田橋厚男氏
より「第三者行為求償事務の基礎知識から強制執行まで」
と題した講演が行われ、第三者行為求償事務案件発見のポ
イントや介護保険求償事務の進め方、強制履行・強制執行
等債権管理に関する実務についての説明がなされた。
　本会では今後、介護保険担当者へ向けた第三者行為求償
事務担当者研修の開催も予定している。

第三者行為求償事務担当者研修会

実務の更なる取り組み強化へ

第三者行為求償事務担当者研修会

和田　智子 会長

小野　剛 医療副部会長

秋田県国保診療施設協議会総会及び研修会
さらなる地域包括医療・ケアの推進を

理 事

　 〃 　

　 〃 　

　
　 〃 　

監 事

　 〃 　

に か ほ 市 長

横 手 市 長

小 坂 町 長

秋田県歯科医師
国保組合理事長

秋 田 市 長

大 潟 村 長

市　川　雄　次

髙　橋　　　大

細　越　　　満

　
立　花　　　透

穂　積　　　志

髙　橋　浩　人

理 事 長

副理事長

　 〃 　

常務理事

理 事

　 〃 　

　 〃 　

能 代 市 長

美 郷 町 長

五 城 目 町 長

　 　 　

鹿 角 市 長

潟 上 市 長

湯 沢 市 長

齊　藤　滋　宣

松　田　知　己

渡　邉　彦兵衛

古　谷　　　勝

関　　　　　厚

鈴　木　雄　大

佐　藤　一　夫
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糖
尿
病
重
症
化
を
防
ぐ

　
美
郷
町
で
は
住
民
の
糖
尿
病
重
症
化
及

び
腎
機
能
低
下
予
防
を
図
る
た
め
、
リ
ス

ク
の
高
い
方
々
に
対
し
て
受
診
勧
奨
や
保

健
指
導
を
実
施
し
、
腎
不
全
や
人
工
透
析

へ
の
移
行
を
防
止
す
べ
く
、「
美
郷
町
糖

尿
病
重
症
化
予
防
事
業
」
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
事
業
を
進
め
る
中
で
「
保
健
指
導
の
対

象
者
選
定
に
お
い
て
、
適
切
な
抽
出
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

課
題
点
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
従
来
、
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
の
対

象
者
は
、
特
定
健
診
結
果
や
医
療
機
関
受

診
状
況
か
ら
選
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

一
昨
年
、
国
保
中
央
会
か
ら
「
腎
機
能
予

測
結
果
デ
ー
タ
」
の
モ
デ
ル
事
業
へ
の
参

加
募
集
が
あ
り
、
こ
の
デ
ー
タ
も
選
定
の

新
た
な
判
断
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
参
加
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
腎
機
能
予
測
結
果
デ
ー
タ
と
こ
れ
ま
で

の
糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業
の
対
象
者
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
減
少
が
期
待
さ
れ
る

医
療
費
が
大
き
い
人
の
大
部
分
は
、
こ
れ

ま
で
も
事
業
対
象
者
と
し
て
抽
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
昨
年
度
か
ら
の
新
た
な

試
み
と
し
て
、
モ
デ
ル
事
業
を
取
り
入
れ

て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
腎
機
能
予
測
結
果
デ
ー
タ
」

を
用
い
た
新
た
な
抽
出

　
美
郷
町
に
お
け
る
対
象
者
抽
出
基
準

は
、
秋
田
県
の
糖
尿
病
重
症
化
予
防
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
じ
も
の
を
用
い
て
い

ま
す
。
未
治
療
者
に
お
け
る
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値

の
条
件
に
該
当
し
て
抽
出
さ
れ
た
方
が
対

象
者
の
大
部
分
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
抽
出
後
、
健

診
・
レ
セ
プ
ト
情
報
を
一
人
ず
つ
確
認

し
、
絞
り
込
み
を
し
て
作
成
さ
れ
た
リ
ス

ト
を
基
に
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
更
に
対
象
者
を
絞
り
込
め
な
い
か
思

案
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
は
従
来
の
抽
出
過
程
に
加

え
て
、
国
保
中
央
会
よ
り
提
供
さ
れ
る

「
腎
機
能
予
測
結
果
デ
ー
タ
」
を
新
た
な

判
断
材
料
と
し
て
用
い
ま
し
た
。
こ
の
腎

機
能
予
測
結
果
デ
ー
タ
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
た
個
人
ご

と
の
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
の
推
移
予
測
デ
ー
タ
と

な
っ
て
お
り
、
５
年
後
の
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
ま

で
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
断
数

値
が
平
常
値
へ
戻
る
こ
と
で
減
少
が
期
待

さ
れ
る
医
療
費
の
予
測
額
も
合
わ
せ
て
算

出
さ
れ
ま
す
。

　
診
断
・
治
療
等
に
よ
る
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
の

減
少
が
大
き
い
ほ
ど
、
も
し
く
は
減
少
さ

れ
た
医
療
費
の
額
が
多
い
ほ
ど
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
と
し
て
の
保
健
指
導
が
効
果

的
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
抽
出
か
ら
さ
ら

に
保
健
指
導
の
優
先
度
が
高
い
方
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
べ
く
、
Ａ
Ｉ
予
測
結
果
に
よ

る
還
元
帳
票
を
使
っ
て
、
①
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値

が
あ
ま
り
減
少
し
な
い
予
測
の
方
、
②
減

少
が
期
待
さ
れ
る
医
療
費
が
少
額
の
方
を

保
健
指
導
の
対
象
外
と
し
ま
し
た
。
実
務

と
し
て
は
、
ま
ず
は
従
来
通
り
に
対
象
者

を
抽
出
↓
事
業
検
討
会
に
お
い
て
レ
セ
プ

ト
・
健
診
デ
ー
タ
を
一
人
ず
つ
確
認
し
、

保
健
指
導
の
必
要
性
を
検
討
↓
さ
ら
に
抽

出
さ
れ
た
方
全
員
分
の
腎
機
能
予
測
結
果

デ
ー
タ
を
準
備
し
、
指
導
対
象
外
と
す
る

方
を
判
断
し
て
さ
ら
に
絞
り
込
む
、
と

い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
指
導
対
象
者
に
文
書
に
て
保

健
指
導
を
行
う
旨
を
通
知
し
、
保
健
師
に

よ
る
訪
問
指
導
を

行
い
、
食
事
や
生

活
習
慣
の
改
善
、

特
定
健
診
の
受
診

勧
奨
や
高
血
糖
・

合
併
症
の
危
険
性

を
説
明
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
の
最
終
的
な
保
健
指
導
対

象
者
は
、
事
業
対
象
者
の
抽
出
後
か
ら
保

健
指
導
の
通
知
を
送
付
す
る
前
に
検
査
等

を
受
診
し
た
方
を
除
く
と
、
未
治
療
者
３

名
、
治
療
中
断
者
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
前
年
ま
で
の
継
続
者
３
名
に

も
保
健
指
導
を
行
い
、
後
日
レ
セ
プ
ト
等

を
確
認
す
る
と
、
継
続
１
名
を
除
い
た
他

全
員
が
医
療
機
関
や
検
査
を
受
診
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
毎
年
、
一
定
数
の
対
象
者
が

医
療
機
関
受
診
へ
繋
が
っ
て
お
り
、
保
健

指
導
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
は
出
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
訪
問
指
導
を
行
う
と
、「
自
分
の
身
体
が

こ
ん
な
に
悪
く
な
っ
て
い
た
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
来
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
れ
ば
、「
な
ぜ
自
分

に
来
た
の
か
」
と
不
安
に
思
わ
れ
る
方
も

い
ま
す
の
で
、
ご
本
人
の
健
康
状
態
の
捉

え
方
を
よ
く
伺
い
、
相
手
に
合
わ
せ
た
保

健
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
に
は
、
毎
年
事
業
対
象
者
に
抽
出
さ

れ
、
保
健
指
導
を
し
て
い
て
も
、
な
か
な

か
受
診
へ
繋
が
ら
な
い
方
も
数
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
勧
奨
を
継
続
し
て
行
っ
た

こ
と
で
気
持
ち
に
変
化
が
表
れ
、
受
診
へ

繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
受
診

に
繋
が
ら
な
い
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
今

後
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
町
内
医
師
と
事
業
内
容
や
対
象

者
等
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
保
健
指
導
か
ら
医
療
機

関
受
診
へ
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
開
催
さ
れ
た
仙
北
市
、
大
仙
市
、

美
郷
町
の
３
市
町
の
連
絡
会
議
で
は
、
糖

尿
病
重
症
化
予
防
を
題
材
と
し
た
際
に
医

師
と
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
美
郷
町
に
は
腎
専
門
医
が

お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
腎
専
門
医
と
の

連
携
が
可
能
に
な
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た

事
業
展
開
に
繋
が
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
新
た
な
判
断
材
料
で

よ
り
効
果
的
に

　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
腎
機
能
予
測
結
果
デ
ー
タ

は
、
自
分
た
ち
で
分
析
す
る
こ
と
が
難
し

い
５
年
後
ま
で
の
予
測
結
果
を
見
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
事
業
対
象
者
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
際
の
重
要
な
判
断
要
素
に
な

る
ほ
か
、
保
健
師
が
指
導
対
象
者
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
事
前
デ
ー
タ
と
し
て

も
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
国
保
連

合
会
で
の
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

で
も
、
好
評
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
判
断
材
料
が
増
え
る
こ
と
で
、
優
先
的

に
保
健
指
導
を
す
べ
き
対
象
者
の
絞
り
込

み
が
正
確
に
な
り
、
以
前
よ
り
も
効
果

的
・
効
率
的
な
事
業
展
開
に
繋
が
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
腎
機
能
予
測
結
果

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
使
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
他
に
活
用

で
き
る
も
の
が
あ
っ
た
場
合
は
、
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

この方にお話をうかがいました

美郷町福祉保健課
健康対策班　主事

髙山　万智子さん

たか やま ま ち こ

略歴：
令和３年
　入庁
　美郷町福祉保健課　健康対策班　主事

写真：髙山さん

美郷町福祉保健課
健康対策班

シリー
ズ企画0
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あきたを
ヘルスアップ

新たな判断材料
「腎機能予測結果データ」

美郷町糖尿病重症化
予防事業の発展へ

◇このコーナーでは、保険者で力を入れて取り組まれて
いる保健事業について、担当者の方の生の声をお聞
きします。保健事業をとりまく環境が大きく変化して
いく中で、各保険者の保健事業の取組について情報
提供し、保険者の各事業に資することを目的とした
コーナーです。
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野菜たっぷり豚肉チャプチェ

エネルギー：164kcal

たんぱく質：10.1g

脂　　　質：7.4g

炭 水化 物：13.8g

食塩相当量：0.6g

【１人分の栄養量】【１人分の栄養量】

【材料２人分】
・豚もも肉…………… 80ｇ
・酒（豚肉用）… 大さじ2/3
・しらたき（糸こんにゃく）
………………………100ｇ
・花にら（にらでも可） 50ｇ
・にんじん…………… 50ｇ
・黄赤パプリカ…… 各30ｇ
・生きくらげ………… 30ｇ
・生姜…………………… 5ｇ
・にんにく……………… 3ｇ
・ごま油…………… 小さじ1
・白ごま…… 小さじ1と1/3

・しょうゆ……… 小さじ1
・みりん………… 小さじ1
・酒……………… 小さじ1
・塩……………………少々
・こしょう……………少々

・片栗粉……… 大さじ2/3
・水…………… 小さじ1強

【作り方】
❶花にらは4㎝長さに切り、にんじんとパプリ
カ、きくらげは細切りにします。生姜とにん
にくはみじん切りにします。
❷しらたきは沸騰した湯で1分ほどゆでて、ざ
るにあげます。水気をきったら、長さ4㎝に
切ります。
❸豚肉は２㎝幅に切り、酒を揉みこみます。
❹フライパンにごま油を熱し、生姜とにんにく
を炒めます。

❺香りが立ったら中火にし、豚肉を
加え、火を通します。
❻しらたきとにんじん、パプリカ、
きくらげを加えて水分を飛ばすよ
うに炒めます。
❼花にら、Aを加え、さっと炒め合
わせます。
❽野菜がしんなりとしたら、Bの水
溶き片栗粉を加え、混ぜながらと
ろみをつけます。
❾器に盛り、白ごまを振ったら出来
上がりです。

　春雨の代わりにしらたきを使用して
低カロリーにしたチャプチェです。にら
などの緑黄色野菜に豊富に含まれるビ
タミンA（β-カロテン）には、皮膚や粘
膜を健康に保ち、風邪の予防や肌に潤
いを与えてくれる働きがあります。

栄養士さんの
ワンポイントアドバイス

秋田県栄養士会
地域活動職域事業部

管理栄養士

土 方  茉 璃 氏
ひじ かた ま り

コクホ食堂
美味しく

  低カロリー

協力：公益社団法人秋田
県栄養士会

ビタミンをとる今月の
テーマ

A

B


